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2 Dp-5 奥羽山系農山村における世帯構成と食物摂取の関係
○笹田陽子　加賀綾子（盛岡大短大部）

食　　物

　【目的】21世紀は高齢者の世紀といわれ、国民の４人に１人が高齢者となる。農山村においては

高齢化率はさらに深刻で、調査地Y町では平成７年には26.8％の高齢化率を示し、少子化、若者の

都会流出も加わりその世帯構成は核家族化が進行している。そこで、農山村における世帯構成が食

物摂取に及ぼす影響を知り、高齢化社会に対応する栄養指導の基礎資料を得る目的で本調査を行っ

た。

　【方法】1.調査地域：岩手県奥羽山系南西部のＹ町。2.調査対象者：4 0～7 0歳代1 1 9名

　(男性4 8名、女性7 1名)。3.調査期間：平成７年３月。4.調査項目：食物調査(記述および

面接法、期間は３日間)、生活状況調査。

　【結果】対象者の世帯構成を核家族(2世代)、拡大家族(3世代)、その他に分類すると､男性：核

家族40％､拡大50％､その他10％､女性：核家族44％､拡大49％､その他7%であった。また､世帯構成別

の平均年齢は男性：核62.9±9.5歳､拡大58.0±12.1歳､女性：核61.0±8.9歳、拡大57.5±11.3歳で

男女共核家族が高かった。栄養素等摂取状況を充足率で見てみると､男性は核家族のＣ比が高く､動

蛋比の低いこと､女性はすべての栄養素で核家族の充足が低＜､特にＣ比､エネルギー､脂質､カルシウ

ム､ビタミンＡ､ビタミンＥ､食物繊維は有意に低かった。また､料理の好みは世帯構成との関連が認

められず､男女間では男性が辛い料理を好むことが判った。健康意識を世帯構成別に見てみると核家

族は食事､拡大は旅行・レジャーに男女共出現が高く、また､男女別では､男性は定期的な健康診断､旅

行・レジャー､スポーツが高く出現し､女性は食事､睡眠・休養であった。以上より世帯構成と食物摂

取には関連のあることが判った。

2 Dp－6 酸味刺激による唾液中のタンパク質の変動

○江角由希子‘　小原郁夫‥

（■&根女子短大，　‥神戸女子大家政）

　目的　味を感じるためには、食物中の呈味物質が唾液中に溶解し。味孔内の味受容

器まで拡散しなければならない。唾液申に含まれる種々の物質は。味物質による刺激

効果に影響を与えることが知られており、また、その組成は食物の性質によって変化

がおこるといわれている。そこで、味覚刺激と唾液組成の関連を明らかにするために、

今回は、四基本味の一つである酸味で味覚刺激を行い、唾液中のタンパク質に注目し、

その組成の変勁を調べた。

　方法　安静後の唾液をコントロ―ルとし. till。食酢、すだち、レモン。梅干し及び

ワインビネガーを酸味刺激食品に用いた(n ＝l）。唾液採取は、安静後または酸味食品の

刺激後。口腔内に自然にたまった唾液を吐き出すことによって行った。採取した各唾

液は、タンパク質の濃度を測定し、電気泳動でタンパク質の挙助を検討した。また。

レモンを酸味刺激に用いて被験者6名についても同様に行った。

　結果　安静後と酸味刺激後の唾液中タンパク質について。電気泳助では。分子& 15

~ 16, 25, 30及び38kDaの部分においてバンドに差が認められた。しかしながら、食品

別による相違や個人差はみれなかった。他の味質の食品による刺激ついては、現在検

討巾である。
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